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甲

　腹部大動脈瘤の発症には炎症が関与するとされ、また腸内細菌はバクテリアルトランスロケーショ
ンによって宿主の炎症に影響を与えるとされるが、腹部大動脈瘤と腸内細菌との関連性は明らかにさ
れていない。本研究は腹部大動脈瘤患者の動脈瘤壁および血液へのバクテリアルトランスロケーショ
ンを検出し、腸内細菌の腹部大動脈瘤への影響を調べることを目的とした。我々は2017年から2019年
までの期間で、腹部大動脈瘤患者30名を対象とし、高感度の定量的逆転写ポリメラーゼ連鎖反応を用
いて動脈瘤壁と血液を解析した。腸内細菌叢は次世代シーケンサーを用いて解析した。定量的逆転写
ポリメラーゼ連鎖反応において30例中、血液19例（検出率63％）、動脈瘤壁11例（検出率37％）で細
菌が検出された。腸内細菌叢解析で、Firmicutes/Bacteroidetes比が増加していた。血液における細
菌検出群は非検出群と比較し、好中球―リンパ球比が高く（2.94 ± 1.77 vs 1.96 ± 0.61, P <
0.05）、リンパ球―単球比が低かった（4.02 ± 1.25 vs 5.86 ± 1.38, P < 0.01）。動脈瘤内血栓
量は動脈瘤壁における細菌検出群が非検出群より有意に多かった（64.0% vs 34.7%, P < 0.05）。腹
部大動脈瘤患者における腸内細菌叢の乱れと血液および動脈瘤壁へのバクテリアルトランスロケー
ションが確認され、腸内細菌と腹部大動脈瘤との関連性が示唆された。
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